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社会福祉法人愛知いのちの電話協会
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共 に 生 か さ れ る 道

こわい時代が始まっていると思う日々です。私

は障害を持つ娘と１６年生きて、娘の死後１１年間

は娘の友人達と生きてきました。最近まで「その

うちに社会は障害者や弱者に理解を示して、暮ら

しやすい時代が来る。それまで我慢して努力して

いこう」と考えて歩んでいました。ところが、こ

こ数年間、悪くなる一方の福祉政策に怒る元気も

失いそうです。重度の障害を持つ人も施設だけで

はなく、地域で暮らし続けていけるようにしたい

と願ってきました。福祉という言葉はよく使われ

ていますが、旧約聖書詩篇１６篇２節に文語訳で、

「なんぢはわが主なりなんぢのほかにわが扁祀は

なし」という箇所があります。「脂祀」という漢

字に「さいはひ」というかながふってありました。

原語を漢訳では「福」、新共同訳は「幸い」と訳

しています。それを知ったときに「そうか、福祉

とは幸いなことなのだ」「柵祉こそ、そうでなく

てはならない」と思ったことでした。

障害を持つ娘と生きる中で感じたことは、健気

に生きている娘なのに、周囲から軽んじられてい

る。そういう娘といると、自分も軽んじられると

いうことでした。そういう価値観に傷ついてきた

年月の末にある出会いが与えられました。ラルシ
ュ・ホームの創設者ジヤン・バニエさんとの出会

いでした。バニエさんは今から４１年前にフラン

スのトローリ村で知的障害を持つ人と家族的に暮

らし始めました。簡単ではありませんでした。彼

らがよくパニックを起こしたからです。そのパニ

ックは彼らの「私だって人間だ。ばかにするな」

という叫びであると聴き取ったバニエさんは、彼

名 古 屋 堀 川 伝 道 所 牧 師 島 し づ 子

らと共に暮らす運動Ｆラルシュ・ホーム」（仏語

で箱舟の意味）を始めました。現在、障害を持つ

人とアシスタントが共に少人数で住むラルシュ・

ホームは世界に１２０徴箇所あります。

１９８７年、私と娘はバニエさんが融師を務め

リトリート（黙想会）に参加しました。その最・ 一
る
戸
Ｌ

の時に、車椅子の娘がプレゼンターに選はれまし

た。娘の膝からプレゼントを受け収り、もう一つ

の手で、バニエさんは娘と握手し、笑顔で娘を見

つめました。娘もニコニコと笑顔になりました。

その時、バニエさんの全身から声が聞こえました。

目聡子さん、一生懸命生きてきましたね。私はあ

なたを尊敬しています。神様もあなたを大事に思

っていますからね」と。その声を聴いたときに、

私が物心ついてからずっと求めていたものがそれ

であったことに気がっきました。「尊敬されるこ

と」そのためには立派な仕事・をしたり、いい家族

を持ったり、普通以上になることだと思い込んで

が ん は っ て い ま し た 。 し か し 、 軽 ん じ ら れ る ば （ 。 -

り の 娘 と 私 を 「 尊 敬 して い る 」 と バ ニ エ さ ん が 扱

っ て 下 さ っ た と き 、 私 は 解 放 さ れ ま し た 。 人 間 や

い の ち に 優 劣 を つ ける 考 え 方 の 間 違 い に 気 が つ い

た の で す。 私 ば か り で な く 、 多 くの 人 た ち が そ の

価 値 観 に 縛 ら れ 、 不 自 由 に な って い る こ と に も 気

がつきました。

ラルシ ュ ・ ホ ーム が は じ ま って ４ １ 年 、 か つ て

知 的 障 害 者 を 閉 じ 込 め て い た 精 神 病 院 は ラ ル シ

ュ ・ ホ ーム に 変 わ っ て い ま す。 ラル シ ュ ・ ホ ーム

で 暮 ら す 人 た ち は 人 間 ら し い 生 活 を し 、 顔 に は 誇

り が 満 ち て い ま す。 私 は 名 古 屋 に も ラルシ ュ ・ ホ
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-ムを創りたいと願って障害を持つ方とアシスタ

ントの女性二人と４人で暮らしています。２０代、

３０代の女性達です。５０代の私とは生活体験が全

く違います。その家を始める前に、ギャリさん（バ
ニエさんと一緒にラルシュ・ホームを創ってきた

方）が、アドバイスを下さいました。「島さん、

どうしてこんなやり方をするのか、どうしてそん

な考え方をするのか、全く理解できない。価値観

の違う人と仕事をしてください」と。価値観が違

うと私たちは分裂し、別れます。驚く私に彼は続

けました。「私たちは人生の終わりまで成長しな

・（＼すればなりませんから）ぐ険ヽ 、＿
この意味深い言葉は、私にとっても皆さんにと

っても有益だと思います。「この人さえいなけれ

ばスムーズに行くのに」と思いながら、いやいや

価値観が違うこの人と如何に一緒に仕事をしたら
いいのか、どうやって暮らすのか。その努力や葛

藤の末に、人生に深みや味わいが増したと思いま

す。とは言え、共同生活は難しいことです。ラル

シュ・ホームも天国ではありません。むしろ、修

羅場とも言えます。何故なら、一人でいたら、自

分を「いい人」と、思っていられるのに、誰かと

共にいると、相手をゆるせない自分、相手への暴

力性、怒りなどと向き合わせられるからです。落

ち込む私たちに、八二エさんたちは言います-’．ｊ．Ｕｕ゛ＩＭハー’ノ卜-ｙ¶-・㎜がー-Ｃ／Ｖ／ｓ-リ・ｄヽロｖ’ｄ、７０１□

啄 郷 （ し ふ の 中 の 弱 さ を 発 見 す る こ と は 大 事 な こ と だ ） と 。

互いに近づき、逃げ出さないで自分の問題や共に

暮らす工夫を続けるとき、自分の狭い枠からすこ

しずつ解放されるのを味わいます。また趣味、交

際などなど、一人では決して味わえない体験をし

ます。これがラルシュ・ホームの素晴らしいこと

の一つでしょう。

どこのラルシュ・ホームにも問題がありますが、

リーダーたちはそれはいいことだと言います。何

故なら、問題というのは誰かが「暮らしにくい」

と言っているのだから、その解決に努力すること

- ３ -

が大事なことで、問題を通して問題が明らかにな

るのだから、祝福だというのです。一番問題なの

は、問題を無視することだと言います。

ラルシュ・ホームの知恵は、実は人間関係の

難しさを感じているすべての人に役立つと思いま

す。「仕事は好きだけど、人間関係が難しくて仕

事を辞めたい」という相談をよく受けます。「人

間関係」は無いほうがいいことではなくて、私た

ちは、実は「人間関係という仕事」をするように

造られているのではないでしょうか。その仕事こ

そ、私たちが人間になっていく、豊かさ、深み、

味わいというものを与えられていく源ではないか

と思います。

私は娘や娘の友人から「私という存在を歓迎し

てくれる」というプレゼントを受けてきました。

娘は１６歳で天国に還るまで、ベッドに横たわり

ながら、来る人を笑顔で迎えて歓迎しました。障

害の故に暮らしにくい日々を重ねながら、「人を

歓迎する」という仕事をした娘を、越えることの

出来ない人生の先輩のように思います。娘の友人

達も互いを歓迎し合って暮らしています。多分、

愛されていることを充分に味わったからそうする
ことが出来るのだと思います。そういう人々によ

って励まされてきました。助けるはずの私たちが、

弱さを隠しようも無く生きている人たちから励ま

されるのは不思議なことです。今、弱肉強食が世

界的規模で行われ、日本の福祉も悪くなる一方で

す。誰もが生き難くなっています。もし、世界が

相手を支配するために力を使うのではなく、弱い

人こそ大事にし、尊敬し、彼らの存在に聴くこと

が出来たら、世界は誰にとっても息がしやすい場

所となるでしょう。

（名古屋いのちの電話継続研修講師）



不登校児童・生徒への訪問支援ｌ

最近の新聞報道によれば、小学生の校内暴力が

２年連続で過去最高を更新しており、前年度より

１８％増加しているとのことである。そして、対教

師暴力は３３％増加しており、現場の教師は、「統

計に出た数字は氷山の一角で、ささいなことに腹

を立ててキレる子どもたちへの危機感が強まって

いる」等とコメントしている。

そして、平成１６年には、佐世保で小学校６年

生女児が同じクラスの女友達を殺害するという事

件が起こっており、おんぶごっこで「重い」と言

われたことやインターネットでのトラブルが誘因

とも言われている。（インターネットや携帯電話

によるトラブルは、いじめ、援助交際、集団自殺

そしては、犯罪への誘惑でいっぱいであるにもか

かわらず野放しの状態であると思われる。それ故

携帯電話が小学生にまで普及してきている現状を

考えると、モラルの教育が緊急の課題であるが、
一方で、これらの児童・生徒が、困った時に気軽

に相談できるようにインターネットを通じて、い

のちの電話などの専門相談機関に関する広報活動

を積極的に進めることも必要であると思われる。

実際、不登校の児童や生徒の多くは、インターネ

ットで同じ悩みをかかえる者のサイトに頻繁にア

クセスしているのが現状である）
一方、教育現場においては、リストカットをす

るものが中学生まで低年齢化しており、拒食（軽

い身体を理想化する）傾向のある児童・生徒も増

加しているとも言われている。
いのちの電話は、自殺への危機支援や予防とい

う観点から活動を続けており、いのちの「重さ」

こ つ い て

ている。また、適応指導教室を設置し地元校に（：郷郷乖

わなくてもよい少人数教室を理念として教育活動

を行っている。
一方、学校にまったく登校できない児童・生徒

に対しては、児童相談所が平成３年度から始めた

メンタルフレンドによる訪問支援がある。（メン

タルフレンド事業のルーツは、兄や姉のような存

在の青年が、非行傾向の子どもたちと一緒に遊ん

だり、悩みの相談にのったりするＢＢＳというボ

ランティア組織にあると言われているが、直接的

には、岡山県中央児童相談所が相談にきた不登校

の子どもたちと交流するためにアルバイトの大学

にいつも直面しているのであるが、世の中は、電

気製品（テレピ、ビデオ、デジタルカメラ、携帯

電話など）の軽量化が評価されていることに象徴

されるように、重いものは使い捨てられる運命に

ある。だが、このことに疑問を抱かれることは少

ない。また、重い荷物を持っての遠足などは嫌（／”ｘ、

れる傾向にある。そして、人間関係においても、

希薄化し、表層化がすすんでいる。

このように「軽さ」が尊重される状況の中で、

衝動性のコントロールが苦手な子どもたちが増加

していると思われるし、そして、このようなキレ

やすい子どもに取り巻かれる状況とパラレルに、

友達関係などが苦手で不登校になる児童・生徒

の数は増加し、「横ばい」とは言うものの依然と

して１２万人という状況が続いている。そのため、

文部科学省は、平成７年度からスクールカウンセ

ラー（臨床心理士）を学校に導入し、その後、平

成１０年度からは、心の教室相談員を配置してき

愛 知 教 育 大 学 ・ 教 育 実 践 総 合 セ ン タ ー 生 島 博 之
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生を活用し、その効果が出たことから発展したこ

とにある）その後、各県の教育委員会もこれに

習い、「ふれ愛フレンド」「ホームフレンド」「ユ

アフレンド」「チェアフレンド」「さわやかフレン

ド」などの名称で大学生ボランティアを組織し、

成果をあげようと努力している。

確かに、不登校児童・生徒に対しては、教師-

不登校児童・生徒といった＜縦の関係＞でなく、

お兄さん・お姉さん的な大学生と不登校児童・生

徒といった＜斜めの関係＞が有効とされている。

しかし、このような訪問支援は慎重になされる必

岬、、（レ要があるし、特に、その大学生に対するスーパー゛ ビ ジョ ン が 必 要 不 可 欠 で あ る 。

そこで、弘前大学教育学部ではこの問題に正面

から取り組み、適応指導教室の不登校児童・生徒

に対する「ふれあい支援活勁」を希望する学生に

対して、まず、「不登校児童・生徒に対する本格

的な教育・心理臨床活動である」ことを説明し、

その適性を把握するために選抜試験とエゴグラム

（心理テスト）を実施している。

選抜試験では、「適応指導教室に派遣されて日

が浅いうち」という時期設定で、３つの状況下

における生徒からの訴えや語りかけの言葉を提示

し、それに対してどう言語的な応答をするのかを

書かせ、「共感性十尊敬的態度」「純粋性」「自己

「ヽ（：く臨性）の３尺度でチェックしている。

次に、エゴグラムを実施し、「不登校児童・生

徒と関わる「素の自分」が、自他を否定し他者に

不適応をもたらすような自我であったり、投影過

剰で他者の想いを読み取れない自我であっては逆

効果である。そこで健全な治療的自我を持つ者を

選抜しなければならない」という理念から、く健

全なパターンからの逸脱度＞を測定し、その数値

が小さい順に「ふれあい支援活動」への許可を与

えている。（なお、補足すると、これに先立ち、

教職必修科目「生徒指導Ｉ」「生徒指導Ⅱ」を受

- ５ -

講済みの３年生以上の学生を対象としている）

そして、適性を持つと判定された学生に対して

は、事前指導はもちろんのこと、中間指導と個人

スーパービジョンを教員が実施している。

中間指導では、適応指導教室内での生徒と学生

の関係についての事例シート（下記は一例）を配

布し、事例中の生徒の問いかけにどう応答するか

を書いてもらい、個々の学生の応答について解説

しており、個人スーパービジョンにおいては、児

童・生徒との関係の作り方や児童・生徒理解の仕

方、そして、学生自身の問題点などについて、担

当教員より継続的な指導を受けている。

このように、適応指導教室での「ふれあい支援

活動」において配慮がなされていることから考え

ると、不登校児童・生徒への訪問支援においては

これ以上の手厚い指導が重要であると考えられる

のである。なお、このような研修やスーパービ

ジョンは、いのちの電話の相談員に対しても同様

に重要である。

（名古屋いのちの電話スーパーバイザー）

事 例
適応指導教室に派遣され、１か月半が経

過した。担当となった不登校生徒Ａとどう

にか会話らしい会話ができるようになった。

そのような折、あなたは生徒Ａから「今度

発表する劇のリーダーに選ばれたんだ。多

数決で決まったけど、本当はみんながやり

たくないから僕に押しつけたんだ…。みん

なをまとめていく自信なんてない。どうし

たらいいんだろう…」と相談された。この

生徒の問いかけにあなたは、どのように応

答するか。

（平成１５年度弘前大学教育学部
フレンドシップ事業報告書２００４年よりの抜粋）
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近 畿 ・ 飛 海 ブ ロ ッ ク § の 報 告

全国に４９あるいのちの電話が、年に一度大阪で開かれる事務局長会議とは別に、それぞれの近隣
センター毎に集まってブロック会を開いています。主に、各センターの近況報告と、親睦が目的です。
名古屋は「近畿・東海ブロック」に属し、前回名古屋でブロック会を開いたのは、２０００年２月のこ
とでした。今回は４年前に開局した三重と、これまで関東ブロックに属していた浜松、静岡に加え日
本いのちの電話連盟から事務局長の岡本さんが参加し、総勢２０名の方々が集まって、８月２０日に「近
畿・東海ブロック会」が開催されました。会の前半の報告会では、一番古い開局３２年の関西を初め、
２５年以上の奈良、京都でも、４年目の三重いのちの電話でも、抱えている問題は似たり寄ったりで、
新しい相談員ボランティアの募集、資金集め、電話相談が常に滞りなく確保できるかといったことな
どが報告されました。
その後、みこころセンターに会場を移して、成田善弘氏の講演に入りました。「転移と逆転移」と

いう演題で、約５５名の聴衆は熱心に聞き入り、終わったあとの質疑応答にも積極的に参加し、有意
義な時間をすごしました。
その後１時間半あまり、再びセンターに戻って話しあいました。ここでの中心問題は、いのちの電

話の今後を課題に、主に電話相談事業の方向性ということで考えました。時代とともに、電話相談の
内容も変化し、利用者も変わってきていること、更に各地で広まっている、専門分野での電話相談ボ
ランティアといのちの電話との関わりのなかで、今「いのちの電話」がどう進んでいくかが議論の焦
点になりました。結論としては、やはり原点に戻って「自殺予防」にどう対応していくかが重要であ
るという意見が出されました。受け手としてはまず自殺防止を念頭に、一本一本の電話を大切にしな
ければという思いを強くしました。

（名古屋いのちの電話事務局長加藤省吾）
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２００５年６月より９月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共に
報告を申し上げます。（順不同・敬称略）
なお、上記期間内に何度もご寄付くださった方もお名前は１回にさせていただいております。
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小島プレスエ業㈱
㈱ＮＴＴクオリス
制名古屋中村法人会

新聞やテレビのニュースを見るたびに、どこかの国での紛争やテロを見て悲しくな
ります。どうして、どうして同じ地球上に住む人間なのに、そんなに哩み合い憎しみ
合わなければならないのだろう。少し位考え方が違っても宗教が違っても、民族が違っ
ても、皆みんな同じ人間なのに。

私の詠んだ歌に「海老が掘る穴に真誠は同居して掘る間見張りの役をうけもつ」
東京湾のヘドロの海に住む魚類の賊と甲殻類の海老が、仲良く住み生を育み、小さいながら必死に

生きている。生きる知恵のなせる業だと思い驚き感心しています。
同じ地球の人間同士助け合い、互いに愛し合えば地球上穏やかに住むことが出来るのにと溜め息し

つつ、今日もニュースに目が釘づけになっています。

人間は何故に憎むか考える葦ゆえなるか思考とは何
絡まりし糸を切らずに解くように紛争止める知恵無きものか
人心の妬み憎しみ所有欲無くして「愛」ぞ争の無し
お 互 い に 譲 り 助 け 合 う 心 持 ち 地 球 大 事 に 争 の 無 し （ Ｃ ． Ｈ ． ）

㈱杉浦製作所
岡谷鋼機㈱
日本ガイシ㈱

名証取引参加者協会
新明工業㈱
薬師寺

大橋鉄工㈱
矢作建設工業㈱
杉山工業㈱

尾西カトリック教会
建 中 寺 栄 冠 幼 稚 園

日本基督教団鳴海教会婦人会
日本基督教団南山教会
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日本基督教団愛知西地区教会婦人会連合日本基督教団愛北教会

賛助寄付
㈲河悦
㈱サングツ
㈱前田鉄工所
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日本福音ルーテル希望教会
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名古屋いのやの電話チャリラフィ‾コンサ‾トｉｏｏｓ
ｔｏｍｏｎｏｒｉｓａｔｏｐｉａｙｓ

トラこ．／・ぺ，ット匹＝・１菱
１１月２３日（祝）ｓｏ（）開演（ｎ＝３ｏ開場）

大 会 場 名 古 屋 中 央 教 会 （ 滋 味 ） 討 り 九
入場料２，０００円（当日券２，５００円）
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あ々たの心の苦しさを、お話しください。

自殺予防いのちの電話
主催：吐ａ糊址法入いのちの電話
後ＩＱ：厚生労冊竹ｌｌｌｔｐ：／／ｆｉｎｄｊｊｐ／日本いのちの皿Ｍ迎・

０
１２，
１２０- ７３８-

コ
５
コ
５
□
６

八Ｉｒ】（木）０：００より１２Ｊｊ７「１（水）２４；００まで（２４時ｉｊ無料です）

〒４６１-８６９１
事 務 局 咩
相 談 電 話 咩
携帯相談電話

々 １ １ ス マ ス ・ 年 末 特 別 寄 付 Ｑ Ｉ

お 願 い

本年もまもなく、クリスマス・年末の季節をむか
えようとしています。例年この時期には「いのちの
電話」の活動のために、特別寄付金を募っております。
今年度も何卒よろしくご協力をお願いいたします。
社会福祉法人として寄付金の税法上優遇措置が受
けられます。誠に失礼ですが振込票を同封させてい
ただきます。ご利用くだされば幸いです。

送金先：郵便振替口座００８１０-８-５３７５８

ＵＦＪ銀行大津町支店４７７０２９
（普通預金）

名 義 先 社 会 福 祉 法 人

愛知いのちの電話協会

友の会便り

べ

２００５年秋

２００５年１１月１日発行
発 行 人 野 村 純 一
編 集 人 広 報 委 貝 会
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社会福祉法人愛知いのちの電話協会
名古屋いのちの電話

○毎月第３水曜日（午前Ｕ時より）に友の会の集いを開いています。時間のある方はどうぞお出かけ下さい。
○昨年に続き今年の親睦旅行は「昔懐かしいＳＬ列車の旅」を企画致しました。多数のご参加をお待ちしています。
日時：平成１７年１１月１７日（木）８：００発
内容：大井川ＳＬ列車とアプト式鉄道の旅
友の会も発足以来少しずつ前進して参りました。会員の皆様のご意見を多くいただき、よりよい会としていきたい
と願っています。

名古屋東郵便局私書箱第２５７号
０５２-９７１-５１８１郵便振替口座００８１０-８-５３７５８
０５２-９７１-４３４３ＵＦＪ銀行大津町支店（普）４７７０２９
ＮＴＴドコモ束海「＃９５５６」


